
イテ

元
気
な
地
域
の
取
り
組
み

伊
賀
「
モ
ク
モ
ク
」
掲
載

食

環

境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

主謀k

宮古脇
田宮 『

ミ量元、
SSのメ
議志や
選摩サ

ミ34
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ミヲ猛
SS ドる
SSで 子
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lの賀ほ同 メきと力美境
議ム 里 市 ど 出 同 ン 出 め あ 民 ジ
議」モの発版=トすたるはヤ
ミにク農刊刊ハが力「地、 I
Sつモ事し)刊田|地域国ナ
ミいク組た 11 二舎卜域を内リ

て手合 D 写ーを lブ訪外ス
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生く人の 11 八えルン歩十の

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド
魅
了

亀
山
で
ツ
ア
ー
公
演

市
民
別
人
聴
き
入
る

ン
チ
ャ

l
ズ
日
本
ツ
ア
1
2
0

1
1」
公
演
を
聞
き
、
市
民
七

百
人
が
往
年
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

サ
ウ
ン
ド
に
酔
い
し
れ
た
。

間
企
画
は
、
近
年
市
内
の
若

年
層
か
ら
中
高
年
の
ア
マ
チ
ュ

ア
バ
ン
ド
が
集
結
し
た
「
K
|

L
M
C
」

(
亀
山
軽
音

楽
サ
ー
ク

ル
)
や
、
ロ

ッ
ク
バ
ン
ド

の
祭
典
「
K

M
J
」
(
亀

山
ミ
ュ

l
ジ

1

7
、
ノ
げ
も
/

【
亀
山
】
亀
山
市
文
化
会
館

(
橋
爪
斎
昭
館
長
)
は
二
十
二

1
-目
、
岡
市
東
御
幸
町
の
開
館
で

時
一
同
館
自
主
文
化
事
業
「
ザ
・
べ

: 01 1年)7月24日

亀山市東御幸町の市文

金
丸
氏
が
本
発
行

産
、
加
工
、
販
売
を
一
体
化
し

て
農
業
の
付
加
価
値
を
高
め
た

「
『
六
次
産
業
化
』
の
ト
ッ
プ

モ
デ
ル
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

同
書
は
、
「
健
康
な
未
来
を

子
ど
も
た
ち
に
渡
す
」
を
テ
l

マ
に
、
元
気
な
H
地
方
H

を
著

者
が
三
年
か
け
て
巡
っ
た
現
場

か
ら
の
報
告
。
フ
ラ
ン
ス
の
昧

覚
教
育
や
イ
タ
リ
ア
の
ス
ロ
ー

プ
l
ド
と
い
っ
た
海
外
の
事
例

ゃ
、
圏
内
は
伊
賀
市
の
同
フ
ァ

ー
ム
の
ほ
か
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

生
息
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
兵
庫
県
豊
岡
市
な
ど
を
取

り
上
げ
て
い
る
。

同
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

ウ
イ
ン
ナ
l
作
り
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
体
験
を

通
。
て
多
く

の
フ
ァ
ン
を

生
み
、
三
重

県
内
や
名
古

屋
、
大
阪
に

も
レ
ス
ト
ラ

ン
展
開
す
る

現
状
を
、
農

F圃圃園田園哩圃園田植商

業
か
ら
の
出
発
例
と
し
て
は

「
画
期
的
」
と
し
た
。

著
者
は
「
食
の
質
が
未
来
の

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
か
え

る
」
と
し
て
、
食
の
現
場
に
目

を
向
け
、
食
を
選
択
で
き
る
力

を
養
う
重
要
性
を
説
い
て
い

る
。
千
四
百
円
(
税
別
)
。
全

国
の
主
な
書
屈
で
販
売
中
。

作
家
の
大
沼
さ
ん

被
災
地
現
状
講
演

伊
勢
で
お
日

【
伊
勢
】
東
日
本
大
震
災
で

自
身
が
被
災
し
な
が
ら
、
被
災

地
の
支
援
や
保
護
司
の
活
動
を

し
て
い
る
作
家
の
大
沼
え
り
子

さ
ん
の
講
演
が
、
二
十
六
日
に

伊
勢
市
黒
瀬
町
の
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
で
実
施

(
お
白
午
後
4
時

【
尾
鷲
】
第
げ
徳
地

寄
り
に
調
査
中

【
三
木
浦
】
第
1由

業
中
(
四
二

)
V第
n

入
れ
ず
(
九
三
)
V
Z

操
業
中

(
O六
)
-

和
操
業
中
南
一
四

(
四
二
七
一

)
V第噌

操
業
中
(
三
八
)
V吟

操
業
中
(
五
四
)
一

久
操
業
中
(
九
八
一

長
久
入
れ
ず
(
八
(

お
長
久
昨
勝
浦
発
、

の
中
調
査
に
終
わ
る
一

久
操
業
中
(
一
一

一

【
和
具
】
甚
一
一

朝
勝
浦
に
入
る
V
第一

調
査
中
V
安

市

調

先
未
定
な
る
も
あ
す

る

{
引
本
】
第
7
福

中
V
第
句
福
寿
航

福
寿
二
十
三
日
午

十
五
分
(
日
本
時
間
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制
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J
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乙 000こ| み2011ギシトラ ト
ど O円 Oど 4開日時 」 ユ モ ネ Eド

も円、円も 時催 I10 ンタ
の O 幼 、 の 25'--"8分 9光 スリ

日
本
の
大
女
優
・
杉
村
春
子
が

生
涯
を
賭
け
て
演
じ
続
け
た
不

朽
の
名
作
「
女
の
一
生
」
。
明

治
か
ら
昭
和
を
演
じ
続
け
て
1

2
0
年
有
余
の
歴
史
を
誇
る

「
新
派
」
が
好
評
に
応
え
て
贈

る
。
山
山
演
者
は
波
乃
久
里
子
さ

ん
、
風
間
杜
夫
さ
ん
、
司
葉
子

さ
ん
、
中
山
仁
さ
ん
、
安
井
昌

二
さ
ん
ほ
か
。
全
席
指
定
。
入

場
料
5
0
0
0円
。
前
売
り
入

場
券
は
、
市
文
化
会
館
、
亀
山

エ
コ

l
案
内
所
、
亀
山
音
楽
協

会
(
ア
イ
シ
研
究
所
)
、
フ
ジ

ャ
、
田
中
商
臣
、
鈴
鹿
ハ
ン
タ

ー、

J
A鈴
鹿
(
関
支
居
、
深

。
津
市
で
「
お
は
な
し
会
」

幻
日
午
前
日
時
か
ら
(
小
さ

い
子
向
け
)
・
午
後
3
時
か
ら

(
幼
稚
園
児
向
け
)
、
き
ら
め

き
図
書
館
。
内
容
は
絵
本
、
手

遊
び
。
語
り
手
は
同
館
職
員
と

き
ら
き
ら
星
。
問
い
合
わ
せ
は

同
館
0
5
9
(
2
9
2
)
4
I

nu--。
。
津
市
で
「
平
和
の
た
め
の

音
楽
会
」
幻
日
午
後
2
時

|

4
時
、
津
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

お
城
ホ
I
ル
。
ピ
ア
ノ
の
連
弾

や
バ
リ
ト
ン
独
唱
、
邦
楽
、
児

童
合
唱
ほ
か
。
入
場
料
5
0
0

円
。
問
い
合
わ
せ
は
同
会
事
務

か
さ
れ
歌
う
人
が
い

ち
を
歌
い
、
未
来
帯

ぼ
う
し
の
歌
声
は
、

感
を
呼
ぶ
。
入
場
魁

0
0円
(
当
日
3
n

高
校
生
以
下
1
5
n

2
0
0
0円
)
。
愚

券

2
5
0
0円
(
陪

人
や
高
齢
の
人
な
ν

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
お

ツ
ト
)
。
前
売
り
1

ロ
l
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ー

ド
5
9
3
6
6
)
、

化
情
報
セ
ン
タ
ー
、

ぽ
ぽ
の
会
ほ
か
。一

は
同
音
楽
祭
実
行
=

r
L
2

「

3
J
7
、


